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 ワクチン 

 

新緑の季節となり院長室のさくらの鉢植え

も花が終わり来年にむけて新しい葉の緑がき

れいで毎日の水やりも楽しみです。 

 さて、この原稿を書いているのはゴールデ

ンウイーク中ですが、３度目の緊急事態宣言

が発出され１週間がたちました。いまだに大

阪府の感染者数は連日１０００人を超え、病

床ひっ迫の状況です。医療従事者をはじめと

した多くの仕事に従事している人々にとり、

想定していた以上に長期間の戦いとなってお

り、困難な状況は続いています。 

 当院をはじめとした医療従事者へのワクチ

ン接種が４月２０日から始まりしばらくが経

ちました。当初から希望された職員への接種

はＧＷ明けに１回目の接種が終わり、５月末

までに２回目の接種が終了する予定です。新

入職員をはじめ、追加希望者への接種も急が

れます。また高齢者の方々への接種もいよい

よ始まるとのことで、法人としても対応を急

いでいるところです。当初は医療従事者接種

が終わってから高齢者、さらに基礎疾患のあ

る方々への接種となっていましたが、すこし

遅れてほぼ同時期に実施することとなり、現

場は大変な状況です。また感染が疑われる方

へ接する機会の多い職種、救急隊や警察関係

者、保健所など行政担当者、高齢者施設従事者

への接種も遅れていることは大きな問題だと

思います。 

 感染症の歴史を振り返ると、スペイン風邪

というインフルエンザのパンデミックがあり

ました。Wikipediaによると全世界で５億人が

感染し、亡くなられた方も１億人は超えたと

の記事もありました。当時は第３波まで続き、

その後収束したようです。ワクチンなどはな

い時代で、いわゆる集団免疫がつくことを待

つほかなかったのかもしれません。 

 今回の新型コロナウイルス感染症での第４

波は、変異株の問題も指摘されていますが、ウ

イルスは常に変異していくものです。ワクチ

ンは世界各国で接種が進んでいますが、先進

国の中で日本は遅れている状態です。自衛隊

も対応し１日１万人という大規模接種もすす

められるようですが、仮に５０００万人に接

種をする場合、一日１万人では５０００日か

かります。もちろん医療従事者への接種が終

わることで、途中から加速していくと考えら

れ、実際にはより早く進むとは思いますが、医

師看護師などによる接種だけではおそらく追

い付かないのではないかと思います。イギリ

スでは短時間の講習と実地訓練をうけた一般

のボランティアも加わっているようです。「一

刻も早く副反応のない安全なワクチンをトレ

ーニングされた医師や看護師により実施して

ほしい」という気持ちは十分理解できるので
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すが、限られたひと、時間、資源の中、今まで

と同じ方法だけでは立ち行かないかと思いま

す。 

 ワクチンは万能ではありませんが、医療従

事者にとって、特にコロナと対峙する場合に

は一定の安心材料にはなります。それでも感

染しないようマスク、ゴーグル、手洗いを十分

に行い、状況に応じ感染防護具を着ながらの

診察をすることになります。一般の方にとっ

て、ワクチンを打ったから安心ではなく、どう

かマスクや手洗いを続けて頂くことが、医療

従事者のためではなく、みなさんやその大切

な方へを守ることになることを忘れないでい

てください。原稿を書いている時点での大阪

の病床ひっ迫は報道以上のものであり、大規

模災害と同じレベルになっています。当たり

前のようにあったはずの医療提供体制がゆら

ぐことはあってはならず、お一人お一人の協

力をいただきながら、私たち医療従事者も

日々感染防止および通常の医療を提供し続け

ていきたいと思います。 

 １年前にはしばらくしたら落ち着いてくる

だろうと考えていた人も多かったかと思いま

す。１年が経過し、いつ終わるのだろう、とい

う漠然とした不安の中にいる人が増えていま

す。その中でも、ワクチンという感染症の３種

の神器（検査、治療薬、ワクチン）を手にして

います。変わらない明日はない、と信じてこの

難局を皆さんのお力を借りて乗り越えていき

たいと思います。 

 院長室の窓をあけると気持ちの良い５月の

風が入ってきます。昼は暑くなるとのことな

のでアイスクリームでも買いに行こうと思い、

今回もそろそろ筆をおこうと思います。 

 

理事長 

 

＊ロータスクラブより＊ 

 

「5月度ロータス 第24回ワールドフェ

スティバルを終えて」 

 

5月度ロータス 実行委員 

5月16日（日）に5月度ロータスワールドフェ

スティバルを開催しました。 

昨年は新型コロナウィルスの感染の影響で

開催ができませんでしたが、今年度のワール

ドフェスティバル開催についても昨年の12月

頃より感染状況を見ながら検討してきました。

しかしながら、今年も緊急事態宣言が発令さ

れた状況が続き、例年の内容ではなく外部の

方の来院と屋台はなしで、安全に感染対応を

きちんとしながら患者様に楽しんでもらえる

企画で開催することになりました。 

多文化共生センターひょうご様のご協力で

企画を考え、多文化の雰囲気を味わえる内容

をVTRで放映しました。ご出演して頂いた方々

にも感染対応をしながら撮影して頂き、モン

ゴル、和太鼓、ダンスなど6組が出演してくだ

さいました。 

午前、午後と感染対応をしながらVTRを放映

し、多数の患者様に参加して頂きました。一緒

に歌を口ずさんだり、踊ったり、手拍子をする

などの姿が微笑ましく、患者様の気分転換に

なったのではないかと感じ嬉しく思いました。

患者様からは「楽しいですよ。」「こんなんで

もいいね。」「実際に見れたら良かった」など

の感想が聞かれました。また、ご出演して頂い

た方々に感謝のメッセージを参加して頂いた

患者様にお願いをし、多数のコメントをもら

いました。頂いたメッセージを色紙にまとめ、

ご出演して頂いた方々にお送りさせて頂きま

した。 

日常では、患者様も私たちも感染予防・対策で

大変な状況のなか、ロータスの開催に多文化共

生センターひょうご様、ご出演して頂いた方々、

病院のスタッフ、実行委員の皆様のたくさんの

ご協力で安全に開催できたことに感謝しており

ます。ありがとうございました。 
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＊ご意見箱へのご投稿＊ 

 

 

食中毒は一年を通して発生する危険がありますが、気温の高くなる6月から10月にかけて

は最も発生件数が多くなります。劣化・腐敗など外見の変化や臭いに異常がある場合は口に

する前に気付く事も出来ますが、食中毒菌の中には外見には現れないものもあるため、注意

が必要です。 

◎ 生肉はよく加熱する 

コロナ禍で旅行が出来ない代わりに、自宅でバーベキューや焼肉などを楽しむ計画を

立てているご家庭もあるのではないでしょうか。牛や豚などは、畜場で解体処理する過

程で腸内にいる腸管出血性大腸菌やサルモネラのような病原性の細菌が付着していた

り、E型肝炎ウイルスなどの人に害を与えるウイルスや寄生虫に感染している場合があ

ります。新鮮なものかどうかに関わらず重篤な食中毒が発生する危険性があるため、生

肉やレバーなどの内臓はよく加熱して食べましょう。 

 

◎ 「一晩寝かせたカレー」にご注意 

食中毒を防ぐために加熱は有効な手段ですが、食中毒菌の中には熱に強いものもあり

ます。そのうちの一種であるウェルシュ菌は自然界に広く存在しており、100℃で1～6

時間加熱しても死滅しない芽胞を作る食中毒菌で、過去の食中毒事件の発生事例ではカ

レーが原因料理として多く挙げられています。 

家庭で作ったカレーやシチューなどを常温で放置し冷めるのを待っていたり、コンロにお

いたまま一晩寝かせたりしていませんか？ このウェルシュ菌は増殖する至適温度帯が 43～

45℃といわれており、こうした冷めにくい煮込み料理を常温で長時間放置した場合、食中毒

菌が増殖するのに最適な環境となってしまいます。薄型のタッパーへ小分けしたり、扇風機

の風や流水、保冷剤を当てたりして、この温度帯にとどまる時間をなるべく短くすることが

ウェルシュ菌による食中毒を予防するポイントです。 

 

◎ 食中毒予防の三原則「つけない・増やさない・やっつける」 

   食中毒は、その原因となる細菌やウイルスが食べ物に付着し、体内へ侵入することに

よって発生します。そのため食中毒を防ぐためには、手や調理機器、食材をしっかり洗

い食中毒菌を付けないこと、 

温度に気を配り食中毒菌を 

増やさないこと、しっかり 

加熱・消毒し食中毒菌を 

やっつけることが重要と 

なります。それぞれのポイ 

ントを抑え、食中毒を予防 

しましょう。 

食中毒対策 
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＊ご意見箱へのご投稿＊ 

 

Ｑ：受付前の待合や薬局前で患者さんが時々

大声で話をしていますが、精神的にかなり病

んでる方の話が耳に入ります。死にたい、殺し

て等大声で話されているのを聞こえてくると

こちらまでつられて病んでしまいます。そう

いう方々を待合にではなく、面接室が空いて

いる時は隔離等の処置をして頂きたく思いま

す。 

Ａ：この度は、対応に行き届かない点があり申

し訳なくお詫び申し上げます。病状により大

声を出される等の場合、同意を得て面談室で

お待ちいただくようにしておりますが、特に

混雑時には話の内容まで職員が気付けないこ

とがございます。そのような時にはご遠慮な

く職員へお申し付けください。（医事課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○俳 句 

 

Ｔ．Ｏ． 

・雨やどり ほっと一息 北の戸院
こ い ん

 

 

・清らかな川の流れるよな群衆 看護部かな 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊原稿募集＊ 

皆さんからのご投稿は御意見箱にてお待ち致して

おります。備え付けの「社会医療法人北斗会へのご

意見」用紙にご記入下さい。用紙の下段に掲載のご

意向を記入していただいたご投稿についてこの紙

面にて回答させていただきます｡尚、一つのご意見

につき４００字以内におさめて下さい。また、多数

お寄せ戴いた場合には、順番に掲載させていただ

きますのでご了承ください。 
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